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2023 年度から新たな法人経営がはじまりました！ 
 

当法人は、社会福祉法人化 30 周年を機に、めまぐるしく変化する社会情勢、経営環境にも適応するため、法人一体化を進め、組

織体制・管理体制を再編し、各種規則等も見直しを図る等、2023 年度から新体制に再編・移行したところです。 

これまで、過去 20 年間（2003～2022 年度）に及ぶ 3 部門別の運営体制（居宅・施設・児童館）によって、それぞれが経営資源

である「人材、資金、サービス、情報」について、独自の判断で管理・運営され、別組織のような職場風土を形成し、相互連携・協

働も困難な状況にありましたが、今回の一体化によりその障壁は解消されました。これからは、組織も生まれ変わり、職員全員が同

一法人職員としてのアイデンティティを持ち、社会福祉法人としての使命を果たすべく、ますますの発展・進化を目指さなくてはな

りません。 

現在の法人組織は、京都市内に事業拠点 29 か所（本部含む）あり、職員数（ヘルパー含む）が総勢約 2,200 名で構成されていま

す。一体化して本部主導の経営管理体制だけでは柔軟な調整や迅速な対応に困難が伴うことを踏まえ、2023 年度からは市内を 5 ブ

ロックに区分し、それぞれを個別の経営単位とする『ブロック制』を導入することとしました。これにより、ブロック内の施設・事

業所間でのタイムリーな情報共有、緻密な事業連携と業務調整、地域内での具体的な課題協議と対策の実施が可能な体制となりまし

た。冒頭で申し上げたとおり、法人を取り巻く経営環境も大きく変化しており、新体制ではなるべく早い時点での、「経営基盤の安

定化、サービスの質の向上、人材確保と育成、地域共生社会の推進」を進めるための各種取組について安定軌道に乗せることが求め

られます。この３月の理事会にて承認された「2023 年度事業計画の重点項目」は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年度は常に上記「重点項目」を意識しながら、まず最優先して取り組む

ことは、組織をスムーズに動かす運営基盤の整備となります。具体的には、①新

たな組織ルール（新規程）に基づく事業運営管理、②５ブロックによる経営管理

体制の早期構築と運営安定化と考えています。一日でも早く、軌道に乗せなけれ

ばなりません。これにより法人の持続的な成長と中長期的な法人価値の向上を図

ることができ、将来の法人発展の礎を築くことにつながると考えています。 

以上を着実に進捗させながら、「笑顔で人によりそい、笑顔で地域にかかわり、

笑顔で共にあゆむ」を実践できるようにというのが、2023 年度の目標です。   

【2023 年度事業計画 重点項目】 

１ ブロック制導入 

２ 共生社会・まちづくりの推進 

３ 法人理念を意識した人材育成 

４ 法人全体の情報共有の仕組み整備 

５ 災害対策 BCP（事業継続計画）の作成 

６ 経営改善の取組み推進 

７ 第３期中期経営計画の策定 

理事長 宮路 博 
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4 月 3 日 

今年も 17 名の

新卒職員を迎え

ました。新職員

のご紹介です。 
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下坂厚の写真日記⑧ #記憶とつなぐ  
職場リレーエッセイ⑨  人材研修センター 

【 Theme 】 研 修 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

北野天満宮の青もみじ 桜の季節が終わると、青もみじが 

初夏の爽やかな風にのって季節の変わり目を教えてくれる。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

ピンクのツツジの花言葉は「愛の喜び」、 

白いツツジの花言葉は「初恋」。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

何かをしてあげなければと思ってしまう。 

でも、望まれているのはそんな事ではないのかも知れない。 

 人材研修センター

には介護福祉士、看護

師、保健師、理学療法

士が在籍しており、

様々な研修を行って

います。 

協会の発足当初か

ら続く部署で、これま

でに約 9,000 名のヘルパー養成を行ってきました。現在人材研修

センターが行っている研修や取組をご紹介します。 

■一般の方向けの研修■ 

「介護職員初任者研修」 

介護の基礎資格、介護職員に必要不可欠な介護の知識と技術を

基礎から学びます。10 代から 80 代まで幅広い年代の方が受講し

ています。定期コース・短期コース（約 1 か月）に加え、夜間コ

ースも始まりました！ 

「高校生のための介護講座」 

学校から依頼を受けて実施してい

る介護教室。若い世代にも介護を身近

に感じてもらいます。 

「すぐに役立つ介護教室」 

介護保険のこと、介護の方法、悩みを聞きたいという家族介護

者に人気の教室です。 

「京都市支え合い型ヘルプサービス従事者養成研修」 

京都市独自のサービスで、2 日間の研修を修了後、遠方の買い

物といった生活支援サポーターとして生活支援（家事）の仕事に

就くことができます。 

■国家試験を目指す方に■ 

「介護福祉士実務者研修」…介護経験を生かして国家資格にチャ

レンジするために必須の研修。協会職員だけでなく他機関の介護

職にも受講いただき、資格取得に向けて一緒に学んでいただいて

います。(受講後、筆記試験に向けた対策講座も好評です！) 

■医療的ケア研修について■ 

「喀痰吸引等研修第３号研修（基本研

修、実地研修）」…事業所も含め年間

800 件以上の研修申込があり、喀痰研

修の修了書発行等を行います。特定の

ご利用者に喀痰吸引、経管栄養行為を

実施することできます。その他、医療的なご相談等があればいつ

でもご連絡下さい！  

■法人内外の取組みについて■ 

法人内の職員対象研修の開催や、外部からの

依頼を受け、出張で介護指導等も行っていま

す。働き、学び、成長できる環境がここ京都

福祉サービス協会人材研修センターにあり 

ます！ 


